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今年度は 10 月 13 日(金）に開催しました。 

講師に県人権同和対策課の人権同和研修推進員 常深 透 氏 を

お招きし、「だれもが幸せに生きるために ～認め合い、支え合う社

会へ～」というテーマでご講演いただきました。約７０名の出席者

からは、自分を改めて見つめ直す機会となった、相手を尊重する姿

勢をもち続けたい等の声が聞かれました。 

≪参加者の感想から≫ 

 ・ 相手に共感し理解し合うことの大切さに改めて気付かされた。 

 ・ 時代とともに「あたりまえ」は変化していると思う。その都度、 認識を変えていく必要がある。 

 ・ 固定観念、思い込み、無意識の偏見等のアンコンシャスバイアスが無くならないことについて考えさ

せられた。 

12 月

号 

公民館便り 

  

 人権及び自由を尊重し確保するために、昭和 23 年 12 月 10 日の国連総会で、人権につい

ての国際的な共通の基準を定めた「世界人権宣言」が採択されました。また、我が国にお

いても、毎年 12 月 10 日を「人権デー」、12 月４日～10 日を「人権週間」とし、様々な取

組が行われています。 

 しかし、依然として私たちの周りには、女性、子ども、高齢者、障害者、同和問題、外

国人、HIV 感染者、ハンセン病元患者、ＬＧＢＴなど性的マイノリティの方々、犯罪被害

者等への偏見や差別、北朝鮮による拉致問題、ＳＮＳ上で他人を誹謗中傷するなどのイン

ターネット等による人権侵害など、多くの様々な人権課題があり、日本のみならず世界中

で深刻化している状況を報道等で知ります。 

 そのような状況の中でこれからの時代を過ごしていくには、 

バランスの取れた国際感覚と、正しい知識を知り，相手の立場 

にたった理解をすることにより、差別を許さない人権意識・人権感覚（日常の中で「それ

ってどうなの？」と敏感に感じる力）を磨き高める必要があると考えています。 

 本館でも、年間を通して「人権」を尊重する啓発に取り組んだり、重点として「伊敷地

域人権問題研修会」を開催したりして、伊敷地域にお住まいの方々を中心に、社会全体の

人権意識や感覚を育てることを目指し、活動の工夫充実に努めています。 

 この人権週間を機会に、ご家庭でも、日常生活における偏見や差別について話題にし、

自分の言動を見つめ直したり、相手の立場に立った見方・感じ方などを一緒に考えたりす

る機会をつくっていただければと思います。 



 

 

【期日】 令和６年１月６日（土） 

【時間】 午前 11:00  ～ 午後 0:40 

【対象】 平成 15 年４月２日から平成 16 年４月

１日までに生まれた方々 

   （市民又は他県・他市からの帰省者等） 

【会場】川商ホール（市民文化ホール） 

  ※ 詳細は、鹿児島市のホームページ等でご確

認ください。 

 

 ・ 人権問題へ取り組むために、まず家庭の中から意識して変えていく必要があると考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おすすめの本の木 
伊敷公民館図書室 

 

 

図書室・健康づくり学習室も含めて下記の期間、休館となります。 

休館期間：『12 月 29 日（金）～1 月 3 日（水）』 
 

※ 新年の開館は、令和６年 1 月 4 日（木）からです。 

※ 今年の公民館運営へのご協力に感謝申し上げます。新年も皆様のお越しをお待ちしております。 

 

各地域公民館で講座を受講した小

中学生及び自主学習グループ生等が

一堂に会し、日本文化の伝統に触れ

ながら練習の成果等を発揮します。 

参加予定：伊敷ジュニアかるた会等 

期日：令和６年１月８日（月） 

時間：１３：００～１５：５０ 

会場：西原商会アリーナ 

 

 
 
  10 月にスタートした後期公民館講座もいよいよ大詰め、まもなく閉講を迎えます。その中から

一部講座の様子を紹介します。 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

  受講日誌に「生活に役立つ」「日常に取り入れていきたい」「心がすっきり、ゆったり、穏やか
な気持ちになれる」「次回も学ぶことが楽しみ」など、充実した感想が記入されています。 

 図書室に１本の太い木があります。その名は「おすすめの本の木」です。利用者の皆さんが読ん

で面白かった、感動したおすすめの本を木の葉型のカードに記入していただき、木の枝に貼り付け

て紹介しています。紹介文の書かれた葉の１枚１枚を読んでいると、読んだ人がどのような気持ち

になったのか少しだけ垣間見ることができ、その本の魅力がぐっと増すのを感じます。 

 10 月 27 日(金)から 11 月９日(木)の読書週間では、木の葉カードにあるおすすめの本の実物を

併せて展示し、貸し出しました。多くの方が、紹介文を興味深げに読んでくださる様子が印象的で

した。木の葉カードを通して、読書の輪が次々に広がることがとてもうれしいです。 

 読み手の数だけ思いがある。図書室へお越しの際は、「おすすめの本の木」を見上げてみてくだ

さい。そして、皆さんのおすすめの本もぜひ教えてください。これからもおすすめの本の木にたく

さんの葉が茂ることを願っています。 

 【なつかしいメロディー】    【一歩先行くパソコン活用術】     【ゆうゆう気功】 



 


